
ワーキンググループによる事例分析について 

 

 

１．事例分析方法 

「差別事例分析表（※P4～16 に見本あり。正式なものは【資料 5】として 8 月 22

日配布予定）」に、差別と考えられる「募集事例」と「事例対応策（未然防止策・事後

防止策）」が記載されているので、その対応策が妥当か、他に考えられる対応策がある

かどうかについて、ワーキンググループ（全 2 回を予定）で検討を行います。 

なお、ワーキンググループでの検討後、第 7 回検討会でその検討内容についてグルー

プごとに報告し、全委員で確認を行います。 

※ ワーキンググループによる検討の前に、全委員より全分野の事例対応策とその課

題について意見を募集します。「差別事例分析表」を確認のうえ、意見がある場合

は、平成 25 年 9 月 30 日までに「事例分析における意見提出表（※P17 に見本あ

り。正式なものは【資料 6】として 8 月 22 日配布予定）」によりご意見をお寄せ下

さい。 

寄せられた意見を反映させた差別事例分析表により、ワーキンググループで検討

を行います。 

 

２．分析表の見方 

「差別事例分析表の見方（P3）」を参照ください。 

 

３．差別事例分析スケジュール 

年月日 内  容 備  考 

平成 25 年  8 月 22 日 事例分析表の配布 

意見提出表の配布 

第 3 回検討会 

（平成 25 年  9 月 19 日） （各障がい種別の特性について） 第 4 回検討会 

平成 25 年  9 月 30 日 意見提出表の提出締切  

平成 25 年 10 月  7 日 資料郵送  

平成 25 年 10 月 17 日 ワーキンググループによる事例分析 第 5 回検討会 

平成 25 年 11 月 21 日 ワーキンググループによる事例分析 第 6 回検討会 

平成 25 年 12 月 19 日 ワーキンググループによる事例分析

の報告・確認 

第 7 回検討会 
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ワーキンググループ編成（案） 

  委員氏名 (分野) 
教育/情報･

ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝ

建物･公共

交通/住宅 

福祉/医療

/その他 

商品販売･

サービス提

供/労働 

1 石川渉 聴覚障がい ○    

2 伊東佳寿子 公募 ○    

3 片桐洋子 公募    ○ 

4 金子誠一 難病   ○  

5 川崎英司 福祉（通所施設）  ○   

6 熊倉範雄 知的   ○  

7 小泉一樹 法律（弁護士）    ○ 

8 佐藤佐智夫 労働    ○ 

9 佐藤洋子 
関係団体（人権

擁護委員） 
○    

10 正道沙織 精神障がい  ○   

11 白柏麻子 医療   ○  

12 竹田一光 
関係団体（権利

擁護センター）
   ○ 

13 田中伸至 法律（大学教授）   ○  

14 遁所直樹 福祉（相談支援） ○    

15 長澤正樹 教育 ○    

16 長谷川イミ 身体障がい  ○   

17 長谷川美香 住宅  ○   

18 保坂健一 交通  ○   

19 桝屋清則 発達障がい   ○  

20 松永秀夫 視覚    ○ 

※記録係として、障がい福祉課職員が同席します。 


